












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Total ．14．4 34．6 19．4 ！6．5 13．4 7．5
＊：Ten　to　50％of　compQund　was　detected　fr6m　2nd　C18　disk．
LOQ：Limits．　of　quantitation，　LR：Living　room，　BR：Bed　rQom，　TPMiB：2，2，4－Trimethy工一1β一pentanediQ11－rnonoisQbutyrate　and　2，2，．4－
Trimethyl－1，3－pentanediol　3－monoisobutyrate，　TPDiB：2．，2，4－Trim6thyl－1．β一pentanediol　diisobutyrate
　Indoor　air　was　passed　thr．ough　to　a　glass　fiber　filter　fQエthe　first　stage　and　C18　disks　fQr　the　second　and　third　stage　at　a　flQw　rate　of
10L／min　for　5．6～23．4h（3．4～14．1m3．），　The　SVOCs　captured　by　each　disk　were　extracted　with　acetone　and　analyzed　by　G．C／MS．
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質は，アセトン，酢酸エチル，α一ピネン，β一ピネン，S－
421，2一エチルー1一ヘキサノール，2一エチルヘキサン酸，
2一（2一エチルヘキシルオキシ）エタノール，1一メチルー2一ピ
ロリドン，酢酸ボルニルの10種類であった．これらの中
で住宅Aと住宅Bの室内空気中の濃度比が最も大きかった
化学物質はα一ピネン（＞40倍）であり，2番目はβ一ピ
ネン（約15倍）であった．α一ピネン及びβ一ピネンの濃
度比が大きかった理由として，これらの化学物質は木質建
材由来である1）ため，築2年の住宅Aの方が築20年以上
である住宅Bよりも建材中に多く残留していたことが考え
られる．
　前回の事例12）では，MCS患者の症状が発現する住宅と
症状が発現しない住宅の室内空気中の濃度比が2倍を超え
た化学物質は，測定を行った73物質中25物質であった．
今回と前回の事例を通して，症状が発現した住宅で症状が
発現しない住宅の2倍を超えて検出された化学物質は，ア
セトン，α一ピネン，S－421の3物質であった．なお，2
つの事例とも患者の症状が発現する住宅においてカリオ
フィレンなどいくつかのセスキテルペン類と推定される
ピークがGC／MSクロマトグラム上に確認された12）（Fig．
1，2）．これらセスキテルペン類については，室内空気か
らの捕集効率が低いため定量には至らなかったが，症状の
発現する住宅の方が避難先の住宅よりも多量のセスキテル
ペン類が室内空気中に存在したことが示唆され，室内空気
中セスキテルペン類の定量については今後検討する予定で
ある．
　本事例において，光触媒型空気清浄機の使用時には患者
の症状が緩和した．空気清浄機使用時の室内空気中化学物
質の測定でも，全般的に濃度が低い傾向が見られた
（Table　3～5）．このことは，空気清浄機を使用していると
いう安心感がこの患者の自覚症状の緩和に影響した可能性
はあるものの，空気清浄機の使用がMCS対策として有効
であることを示唆している．
　患者の症状の程度と室内空気中から検出された化学物質
の濃度レベルの順序（空気清浄機不使用時の住宅A＞空気
清浄機使用時の住宅A＞住宅B）が一致した化学物質は，
9種類（酢酸エチル，α一ピネン，β一ピネン，リモネン，
2一エチルー｝ヘキサノール，rメチルー2一ピロリドン，2一エ
チルヘキサン酸，2一（2一エチルヘキシルオキシ）エタノール，
酢酸ボルニル）であった．このうちリモネンを除いた8種
類の化学物質は，住宅Aの方が住宅Bよりも2倍以上濃度
が高かった10種類の化学物質と一致していた．リモネン
は寝室では住宅Aの方が住宅Bよりも2倍以上濃度が高
かった（Table　4）．また，10種のうち残りのアセトン及
びS－421も，空気清浄機を使用していない時の住宅Aの
方が，空気清浄機使用時の住宅A及び住宅Bよりも室内空
気中濃度が高く（Table　4，5），患者の症状の程度に矛盾
しなかった．これらのことから，上記8種類の化学物質に
リモネン，アセトン，S－421を加えた11種類の化学物質
（Fig．3）は，このMcs患者の発症に関与する可能性のあ
る化学物質と考えられる．
　今回我々は，あるMCS患者の症状が発現する住宅Aと
症状が発現しない住宅Bの室内空気中化学物質の濃度をそ
れぞれ比較し，MCS患者の発症に関与する可能性のある
11種類の化学物質を確認した．このような調査には多く
の時間と労力を要するが，MCSの症状に関与する化学物
　0人
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Fig．3　Structures　of　the　ll　Compounds　May　Have　Relation　to　MCS　Symptoms　of　the　Patient　in　This　Study
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質は個々の患者で異なることから，多くのMCS患者につ
いて調査を行っていく必要がある．これらの情報の蓄積は
MCSの発症原因の解明に繋がるものと考えられる．
　　　　　　　　　結　　　　　語
　化学物質過敏症（MCS）患者は，微量でも特定の化学
物質により症状が発現するため原因物質の特定が難しい．
我々は，あるMCS患者の発症に関わる原因物質を探索す
るため，症状が発現する住宅Aと発現しない住宅Bにおけ
る室内空気中化学物質110種類の濃度を比較した．さらに，
住宅Aにおいて空気清浄機を使用した場合には，患者の症
状が緩和されたことから，空気清浄機使用時の空気質につ
いても測定した．
　110種類の化学物質のうち，アセトン，酢酸エチル，
α一ピネン，β一ピネン，S－421，2一エチルー1一ヘキサノール，
2一エチルヘキサン酸，2《2一エチルヘキシルオキシ）エタ
ノール，1一メチルー2一ピロリドン，酢酸ボルニル，リモネ
ンの11種類の化学物質が，住宅Bよりも住宅Aで高濃度
であり，空気清浄機の使用により低下していることを認め
た．これらの化学物質は，この患者の発症に関与する可能
性のあることが考えられた．
　本研究は平成15年度より開始された重点領域特別研究
「室内空気質についての予防医学的研究と化学物質過敏症
の遺伝子診断法の開発」の一環として行われたことを付記
する．終りに臨み，本調査研究にご協力頂いた方々に深謝
いたします．
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